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島根県立中央病院
病床数 634床
離島、僻地の医療を支える自治体病院

2011年ドクターヘリ運行開始

年間600件の出動

[ 図書室 ]

サービス対象者：医師、看護師、薬剤師、検査技師等、

非常勤を含め約960名

図書室担当 : 職員2名で、職員用図書室と患者

図書室の管理をしている
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＜図書室業務＞
・図書委員会事務
・予算要求
・文献複写 依頼/受付
・オリエンテーション、レファレンス、検索指導
・購入商品の購入伺い、見積もり、契約、支払い
・蔵書管理
・統計調査協力
・患者図書管理
・医学雑誌・年報委員
・ネットワークの仕事

目録管理、ネットだより、新人会員の利用指導

図書室業務全般を行い、機能評価など対外的な
イベントの部署対応を担当している
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島根県立中央病院図書室が加入する
図書館ネットワーク

■ 日本医学図書館協会 JMLA 2007年加入

■ 近畿病院図書室協議会 KHLA 1978年加入

■ 中国四国九州医学図書室ネットワーク

1996年？加入

■ 島根県医療関係機関等図書館（室）懇談会

(通称：医図懇） 1990年加入
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日本医学図書館協会 （J M L A）

２００７年再加入

加入を決めた理由

・情報収集

・共同購入価格による商品の購入

◎ 加入のメリット

・情報収集

・共同購入価格での商品の購入

・大学図書館の様子がわかる
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近畿病院図書室協議会

１９７４年設立

事務局 藍野大学中央図書館（茨木市）
会員は１１３機関
（近畿地方を中心に関東地方から九州地方までの
病院、専門学校、大学など様々な施設で構成）
年会費 30,000円 入会金10,000円

当院：1978年加入

主な活動：総会、初任者研修を含む各種研修会、
見学会、会誌発行、統計調査、ホームページの
運営、KITOcatを利用した文献相互利用
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近畿病図協の6つの活動グループ

事務局 が活動を統括

〇研修部

〇会誌編集部「病院図書館」 ⇒

〇統計調査部

〇目録サポートチーム

〇ホームページワーキンググループ

〇リポジトリ部
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近畿病図協ホームページ
http://www.hosplib.info/
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KITOcat
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コミュニティーサイト 近図雲
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中国四国九州医学図書室ネットワーク
（略称：中四九ネット）

設立： 1990年、3館の設立メンバーが立ち上げる

文献の相互利用を主な目的として設立された

当院は 1996年加入 と思われる

メンバー： 平成29年現在 56機関

鳥取県 1機関 島根県 8機関

岡山県11機関 広島県 5機関

山口県 4機関 香川県 4機関

徳島県 1機関 高知県 7機関

愛媛県 9機関 福岡県 5機関

熊本県 1機関
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中四九ネット

加入条件 ・文献を安価な費用で提供すること
・所蔵雑誌目録を提供すること

年会費 2013年までは入会金・年会費 無料
2014年からは 5,000円徴収

活 動

・総会

・文献相互利用 と 目録の整備（KITOcat）

・会報「ネットだより」の発行 年2回程度

・ ホームページ運営

・統計調査
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中四九ネットホームページ
http://cyusikyunet.info/qhm/index.php
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中四九ネットの現状

(^_^) 特に文献の相互利用は活発に行われている

(^_^) 情報交換の場になっている

（> <） 不安定雇用の担当が多く、引き継ぎが十分に

なされず特に相互利用のルール・マナーが

徹底できない

（> <） 総会の出席率が2～3割であり、確認事項の

周知や役員改選が困難

（> <） 古い資料を廃棄する機関が多く、ILLでは依頼

受付の不均衡が発生し メンバー間で不公平

感が出ている
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医図懇: 島根県医療関係機関等図書館（室）懇談会
http://www.lib.shimane-u.ac.jp/itokon/
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医図懇の活動

設立

島根医科大学が地域医療に寄与するという理念

のもとに、地域の医療機関の連携による情報流通の

強化を目指して地域の医療機関に呼びかけ結成

・１９９０年発足

・９７年にホームページ作成

・９９年医図懇目録作成

活動

年１回の総会・研修会

医図懇目録によるILL
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日本ライブラリー協会

一時期個人会員になった

「ほすぴたるらいぶらりあん」が面白かったことが入会

の動機

(^_^) 患者図書を立ち上げた時期で、病院図書室の患者

図書における著作権の問題など相談にのって

もらったことが印象に残っている。

（> <） たくさんある研修会等、総会も関東地方中心であり

出かけられないので、気持ちの面で距離ができ

退会。
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ネットワークに加入する意味

・文献入手
・情報の収集
・研鑽の機会
・顔が見える関係をつくる

🌸医図懇でやれたらいいこと

・図書業務について学ぶ場を増やす
検索講習会、ニュースレターの発行

・公共図書館との情報交換
・メーリングリスト

モチベーション
の向上
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文献複写だけでなく、何かネットワークの

ためにできることを考えてみませんか？

・情報提供 ・発表 ・役員を引き受ける

・会場の提供 など
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ネットワークの一員として考えたいこと



今後ともよろしくお願いいたします。
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島根大学医学図書館様には医図懇の情報提供をいただき

ました。お礼申し上げます。
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